
 

 

霞ヶ浦で端艇を漕ぐ。制帽・シャツ姿で乗艇の生徒 

←    
真鍋の高台に燦然と聳え立つ校舎（現在

の旧本館）（明治 40 年頃）。この地に移転
すると、端艇を購入して水上運動会も開始 

（『むかしの写真土浦』より転載） 

← 
明治７（1874）年に，日本で最初
の運動会が行われた東京・築地の海
軍兵学寮（海軍兵学校の前身）趾。
「競闘遊戯会」と称したものだった 

明治 36（1903）年の運動
会では，売り上げ利益 50
円（現在の約 200 万相当）。
この大金で作成され、学校
に寄贈された校旗。現在は
旧本館資料室に展示される 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

      
 

   

              

日
本
独
特
の
行
事
「
運
動
会
」
の
発
祥 

運
動
会
の
淵
源
を
求
め
る
と
、
明
治
７

（
1874
）
年
に
、
東
京
・
築
地
の
海
軍
兵
学
寮

（
海
軍
兵
学
校
の
前
身
）
で
、
英
国
人
の
指
導

で
催
さ
れ
た
「
競
闘
遊
戯
会
」
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
ま
た
「
運
動
会
」
の
言
葉
が
最
初
に
使

わ
れ
た
の
は
、
明
治
16
（
1883
）
年
に
お
け
る

東
京
大
学
の
「
第
１
回
競
技
運
動
会
」
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
明
治
29
（
1996
）
年
の
文
部
省
令

で
薦
め
ら
れ
る
と
、
全
国
の
小
中
学
校
で
運
動

会
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
社
会
の

中
心
行
事
と
し
て
の
性
格
も
持
ち
始
め
る
。 

種
目
内
容
は
、
当
初
は
競
技
会
的
な
色
合
い

が
濃
か
っ
た
が
、
次
第
に
、
参
観
者
の
心
を
掴

む
べ
く
、
娯
楽
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
色

彩
が
強
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

よ
り
面
白
く
、
よ
り
興
味
を
引
く
珍
妙
さ
を
打

ち
出
し
た
り
、
世
相
を
敏
感
に
反
映
さ
せ
た
り

す
る
内
容
や
演
目
が
、
拍
手
喝
采
を
博
す
と
と

も
に
、
運
動
会
の
評
判
を
高
め
て
い
っ
た
。 

「
運
動
会
」
の
利
益
金
で
校
旗
を
作
成 

現
在
と
は
違
っ
た
、
こ
う
し
た
世
情
で
世
間

の
注
目
を
集
め
つ
つ
、
土
浦
中
学
校
の
運
動
会

は
毎
年
開
催
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
は
、
町
内
は
も

と
よ
り
近
在
か
ら
も
多
数
の
観
客
が
訪
れ
た
。 

明
治
36(

1903)

年
秋
の
運
動
会
は
、
４
年
生

が
中
心
と
な
っ
て
開
か
れ
た
が
、
売
店
の
売
り

上
げ
利
益
が
何
と
50
円
と
い
う
大
金
に
達
し

た
。
そ
こ
で
生
徒
達
は
校
旗
を
寄
付
し
よ
う
と

決
議
。
年
末
に
、
優
雅
で
気
品
と
重
厚
感
に
満

ち
た
立
派
な
校
旗
が
出
来
上
が
る
と
、
一
時
校

長
宅
に
保
管
し
、
明
治
37
（
1904
）
年
１
月
１

日
、
校
旗
捧
呈
（
贈
呈
）
式
を
執
り
行
っ
た
。

皇
居
遙
拝
式
後
、
４
年
生
は
武
装
（
軍
事
教
練
）

ス
タ
イ
ル
に
身
を
固
め
て
校
長
宅
に
赴
き
、
校

旗
を
受
領
。
校
旗
を
先
頭
に
土
浦
町
内
を
行

進
。
立
田
校
舎
に
至
り
、
11
時
よ
り
全
校
生

徒
整
列
の
も
と
、
生
徒
代
表
の
手
か
ら
福
山
校

長
へ
校
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。
寄
贈
さ
れ
た
校
旗

は
今
も
旧
本
館
資
料
室
で
輝
い
て
い
る
。 

        真
鍋
台
校
舎
に
移
る
と
水
上
運
動
会
も 

 

真
鍋
台
に
新
校
舎
が
完
成
。
そ
の
た
め
明
治

38(

1905)

年
３
月
５
日
に
移
転
式
を
挙
行
し
、

学
年
末
試
験
は
新
校
舎
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て

５
月
20
・
21
日
に
は
「
新
築
落
成
記
念
陸
上

大
運
動
会
」
が
催
さ
れ
た
。
野
球
、
撃
剣
、
庭

球
、
陸
上
競
技
、
仮
装
な
ど
、
従
来
通
り
の
内

容
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
、「
記
念
絵
は
が
き
」

も
販
売
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
売
店
係
が
本

職
の
ラ
ム
ネ
屋
に
販
売
を
認
め
て
し
ま
う
な

ど
、
生
徒
の
や
る
気
の
な
さ
が
心
な
し
か
垣
間

見
え
て
、
い
ま
一
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い

た
よ
う
だ
。
要
因
と
し
て
は
、
生
徒
達
の
中
に
、

慣
れ
親
し
ん
だ
立
田
校
舎
が
「
海
老
茶
式
部

（
え
び
ち
ゃ
し
き
ぶ
。
紫
は
当
時
華
族
が
用
い
る
高

貴
な
色
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
畏
れ
多
い
の
で
、
そ
れ

に
代
わ
り
海
老
茶
色
の
女
は
か
ま
が
、
女
学
生
の
ス

タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。
そ
こ
で
女
学
生
を

紫
式
部
に
あ
や
か
り
「
海
老
茶
式
部
」
と
呼
ん
で
い

た
）
の
襲
う
所
と
な
り
」
で
、
真
鍋
台
の
僻
地

に
追
い
や
ら
れ
た
と
の
悔
し
さ
が
、
相
当
に
募

っ
て
い
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。 

そ
の
後
、
真
鍋
台
校
舎
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
た
生
徒
達 

は
、
海
老
茶
式 

部
へ
の
怨
み
も 

消
え
、
真
鍋
台 

の
青
春
を
謳
歌 

し
、
陸
上
運
動 

会
に
加
え
て
水 

上
運
動
会
（
端 

艇
競
漕
会
）
も 

開
始
し
、
土
浦 

中
学
校
の
名
物 

行
事
に
大
成
さ 

せ
て
い
く
の
だ
。 

秋
の
運
動
会
「
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件
」 

 

し
か
し
そ
の
直
前
に
は
、
生
徒
達
の
盛
り
上

が
り
に
冷
や
水
を
あ
び
せ
る
事
件
が
お
き
た
。

明
治
39
（
1906
）
年
10
月
６
日
、
秋
季
陸
上
大

運
動
会
で
の
「
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
事
件
」
（
小
紙
３

号
で
詳
述
）
だ
。
３
年
生
が
思
案
を
め
ぐ
ら
し
、

満
を
持
し
て
登
場
さ
せ
た
余
興
の
山
車
は
「
車

上
、
酒
樽
を
積
堆
、
そ
の
上
に
某
生
徒
の
大
江
山

酒
呑
童
子
。
拍
手
喝
采
四
方
に
起
こ
り
、
実
に

我
々
を
し
て
、
こ
れ
同
じ
学
び
の
庭
に
通
え
る
生

徒
の
仕
業
と
は
と
て
も
思
え
ぬ
」
と
大
絶
賛
大

人
気
。
そ
れ
ゆ
え
、
山
車
を
返
却
す
る
際
も
真

鍋
・
土
浦
両
町
内
で
演
技
し
、
人
々
の
喝
采
を

浴
び
た
。
し
か
し
こ
れ
が
「
さ
れ
ど
こ
の
巧
妙

な
る
余
興
が
遂
に
社
会
の
悪
評
を
蒙
り
、且
は
教

育
界
の
大
問
題
と
ま
で
な
ら
ん
と
は
図
ら
ざ
る

事
な
り
け
り
」
と
、
予
想
外
の
展
開
を
招
い
て

し
ま
う
。
「
野
蛮
で
下
品
」「
猥
褻
行
為
」「
無

届
け
デ
モ
」
等
々
、
各
方
面
か
ら
糾
弾
さ
れ
、

関
係
者
の
責
任
を
問
う
声
が
あ
が
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
10
月
29
日
、
遣
澤
恒
猪
校
長
が
依

願
免
職
し
、
秋
田
県
立
大
館
中
学
校
長
に
転

じ
、
３
年
担
任
の
先
生
方
も
県
外
の
学
校
に
異

平成２４年７月１０日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 

第４８号 

大きな行事として今も受け継がれている「一高祭」や「一高オリンピック」。

その原点は草創期の土浦中学校「運動会」にまで遡る。運動会は，生徒同士の

親睦・心身鍛練を図るばかりでなく，地域の人々も観覧する一大祭典であった。 

そもそも日本で最初の運動会は，東京の海軍兵学寮で実施された「競闘遊戯

会」といわれる。その後，運動会は文部省令で薦められ，全国の学校に広まる。

今号は，明治期の本校の特別活動について，「運動会」を中心に記してみたい。 



 

 

土浦市川口にあ
る現在の水神宮
（上）。大正期の
水神宮。鳥居が
陸の上と湖の中
にあった（左・
『むかしの写真
土浦』より転載） 

水上運動会の幕開けとなる５隻の端艇。左遠方に筑波山 
（『むかしの写真土浦』より転載） 

 

追
記
「
旧
本
館
」
ま
た
も
テ
レ
ビ
放
映 

Ｂ
Ｓ
日
テ
レ

「
知
ら
れ
ざ
る
百
年
遺
産
わ
が
町
の
建
築
物

語
」
（
火
曜
20:

54
～
）
で
７
／
24
（
火
）
予
定
。 

動
す
る
局
勢
と
な
っ
た
。
12
月
１
日
の
送
別

会
で
、
遣
澤
校
長
が
「
従
来
の
事
態
よ
り
今
回

の
事
に
至
る
真
情
を
指
示
し
、
而
も
一
毫
の
私
情

に
及
ぶ
な
く
、唯
今
回
の
辞
任
を
以
て
将
来
一
新

の
機
を
開
き
、
以
て
全
般
の
風
規
を
振
刷
す
る
を

得
ば
、
余
の
一
身
上
、
万
事
を
犠
牲
と
す
る
も
余

の
満
足
す
る
所
な
り
」
と
一
身
に
責
め
を
負
う

覚
悟
を
示
す
と
、
場
内
は
「
満
場
聳
然
（
ま
ん

じ
ょ
う
し
ょ
う
ぜ
ん
。
慎
み
恐
れ
る
さ
ま
）
、
寂
と

し
て
水
を
打
ち
た
る
如
く
、
唯
暗
涙
に
沈
め
る

の
状
あ
り
」
と
い
っ
た
様
相
で
、
生
徒
達
の
落

胆
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
12
月
２
日
、
生
徒

職
員
全
員
が
見
送
る
中
、
遣
澤
校
長
は
土
浦
駅

を
出
立
し
大
館
に
向
か
っ
た
。 

 

校
風
刷
新
の
嚆
矢
と
な
る
雪
中
行
軍 

 

同
年
11
月
27
日
、
幸
津
國
太
郎
校
長
が
太

田
中
学
校
長
か
ら
土
浦
中
学
校
長
兼
教
諭
に

任
じ
ら
れ
、
12
月
20
日
に
着
任
し
た
。
幸
津

校
長
は
「
学
校
の
主
役
は
生
徒
、生
徒
が
変
わ
れ

ば
学
校
が
変
わ
る
」
と
の
信
念
を
心
根
に
据

え
、
早
速
、
校
風
刷
新
・
面
目
一
新
に
向
け
て

始
動
す
る
。
意
気
消
沈
し
た
生
徒
達
の
志
気
を

高
め
よ
う
と
、
機
を
う
か
が
い
策
を
練
っ
た
。 

 
 

明
け
て
明
治
40
（
1907
）
年
２
月
７
日
、
夜

来
の
大
雪
。
こ
れ
こ
そ
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
た
校
長
は
、
授
業
を
急
遽
取
り
や

め
、
全
校
臨
時
雪
中
行
軍
を
敢
行
す
る
と
指

示
。
こ
れ
に
対
し
、
生
徒
の
歓
声
が
各
教
室
で

湧
き
あ
が
り
、
意
気
軒
昂
、
す
で
に
万
里
の
外

に
ま
で
駆
け
出
し
そ
う
な
勢
い
が
漲
る
。
水
戸

街
道
を
北
進
し
、
中
貫
か
ら
稲
吉
村
に
至
り
、

各
学
年
入
り
乱
れ
て
大
雪
合
戦
。
帰
路
は
中
貫

か
ら
6000
ｍ
競
走
。
個
人
・
団
体
学
年
対
抗
が

行
わ
れ
、
個
人
１
位
は
２
年
乙
組
大
川
延
男
、

団
体
１
位
は
３
年
、
と
記
録
に
は
残
さ
れ
る
。 

 

さ
ら
に
幸
津
校
長
は
「
将
来
執
る
べ
き
方
針

に
付
き
予
め
生
徒
父
兄
に
告
知
し
置
く
こ
と
の

必
要
」
を
感
じ
、
２
月
16
日
に
父
兄
懇
話
会

を
開
催
。
154
名
の
参
加
者
に
学
校
の
将
来
像

と
父
兄
心
得
を
説
く
中
で
、
特
に
、
創
立
10
周

年
記
念
事
業
と
し
て
端
艇
（
短
艇
・
ボ
ー
ト
）

建
造
の
計
画
を
明
示
し
、
父
兄
の
理
解
を
求
め

た
。
霞
ヶ
浦
と
い
う
他
校
に
は
な
い
自
然
環
境

を
生
か
し
、
生
徒
の
志
気
と
団
結
を
高
め
、
ひ

い
て
は
学
校
の
活
性
化
を
図
る
に
は
ボ
ー
ト

が
最
適
と
い
う
思
い
を
強
く
訴
え
た
の
だ
。
端

艇
部
は
、
す
で
に
明
治
34(

1901)

年
に
創
部
さ

れ
て
お
り
、
翌
年
７
月
に
は
５
人
乗
り
端
艇

「
筑
波
」
「
霞
」
、
和
船
「
西
施
」
「
亀
城
」
を

購
入
。
そ
の
翌
々
年
６
月
に
は
川
口
水
神
宮
前

を
決
勝
点
に
端
艇
競
漕
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

創
立
10
周
年
記
念
端
艇
建
造
の
雄
図 

 

154
名
の
父
兄
を
前
に
、
熱
く
語
っ
た
同
じ

日
の
明
治
40
（
1907
）
年
２
月
16
日
に
、
国
津

校
長
は
、
石
村
・
小
松
崎
・
小
田
原
・
小
泉
各

教
諭
を
「
端
艇
建
造
調
査
委
員
」
に
任
命
し
た
。

そ
し
て
一
気
呵
成
に
計
画
を
推
し
進
め
る
。
３

月
上
旬
の
委
員
会
報
告
を
受
け
、
同
月
12
日

に
職
員
会
議
、
同
月
19
日
に
進
修
會
評
議
員

会
で
建
造
を
可
決
。
４
月
５
日
に
は
「
土
浦
中

学
校
創
立
満
10
周
年
記
念
端
艇
建
造
趣
意

書
」
を
配
布
し
、
遠
近
の
有
志
に
発
起
人
を
依

頼
。
同
月
13
日
に
は
第
１
回
端
艇
建
造
発
起

人
会
を
中
城
会
議
所
で
開
催
。
こ
の
時
は
、
賛

否
両
論
が
噴
出
し
た
が
、
校
長
は
じ
め
先
生
方

の
熱
誠
と
意
気
込
み
が
伝
わ
り
、
同
月
16
日

の
第
２
回
端
艇
建
造
発
起
人
会
で
は
賛
同
を

得
て
、
事
業
計
画
が
決
定
。
寄
付
金
は
土
浦
・

真
鍋
を
中
心
に
広
く
募
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
れ
に
呼
応
し
、
校
内
で
は
同
月
18
日
、

平
川
・
此
田
・
石
村
・
小
松
崎
・
小
田
原
・
高

野
・
小
泉
・
中
山
の
各
教
諭
を
「
端
艇
寄
附
募

集
委
員
」
に
任
命
し
た
。
委
員
を
中
心
に
東
奔

西
走
し
、
一
般
寄
付
金
2100
余
円
（
575
口
）
、

職
員
寄
付
金
360
余
円
、
合
計
2500
円
近
く
の
寄

付
金
を
調
達
し
た
。
こ
の
浄
財
を
も
っ
て
、
端

艇
３
隻
新
造
（
価
格
1050
円
、
運
搬
費
を
含
む
、

「
筑
波
」
「
霞
」
「
桜
」
と
命
名
）
、
中
古
艇

２
隻
購
入
（
価
格
250
円
、
「
鹿
島
」
「
香
取
」

と
命
名
、
練
習
艇
と
す
る
）
、
さ
ら
に
艇
庫
を

価
格
600
円
で
新
設
す
る
こ
と
と
し
た
（
埋
立
、

地
な
ら
し
等
一
切
の
費
用
を
含
む
）
。
艇
庫
の

場
所
は
、
当
初
、
川
口
川
右
岸
が
適
地
と
さ
れ

た
が
、
土
地
埋
立
工
事
が
非
常
に
困
難
と
判
断

さ
れ
、
川
口
水
神
宮
手
前
の
地
（
現
ホ
テ
ル
観

光
付
近
）
に
変
更
し
た
。
塚
越
斧
太
郎
氏
の
請

負
で
艇
庫
建
設
は
す
ぐ
に
開
始
さ
れ
た
。 

   
 

        

端
艇
に
つ
い
て
は
、
10
月
４
日
に
は
中
古

艇
「
香
取
」
が
到
着
し
た
が
、
「
鹿
島
」
は
未

着
。
調
査
し
て
み
る
と
破
損
を
蒙
り
、
佐
原
に

あ
る
こ
と
が
判
明
。
尾
崎
楠
馬
（
在
職
明
治
40

年
４
月
～
同
44
年
７
月
、
本
校
校
歌
作
曲

者
）
・
小
田
原
勇
（
在
職
明
治
39
年
11
月
～

同
41
年
１
月
）
両
教
諭
（
小
紙
22
号
で
詳
述
）

を
直
ち
に
派
遣
。
す
る
と
破
損
は
軽
微
と
わ
か

り
、
修
繕
の
上
、
同
月
15
日
に
川
口
に
回
航

さ
れ
た
。
他
方
で
新
造
艇
は
、
霞
ヶ
浦
の
増
水

に
よ
り
艇
庫
建
設
が
遅
滞
し
た
ま
ま
で
あ
る

た
め
、
建
造
を
請
け
負
っ
た
東
京
浅
草
の
野
口

庄
吉
氏
に
保
管
を
依
託
す
る
よ
り
な
か
っ
た
。 

端
艇
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
10
月
５
日

に
五
年
生
経
験
者
を
艇
長
に
任
命
し
た
。
ま
た

尾
崎
教
諭
が
漕
法
を
教
え
、
日
々
漕
手
を
育
成

す
る
一
方
で
、
小
田
原
教
諭
が
水
上
部
長
と
し

て
、
一
切
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
。
後
年
、
こ

の
コ
ン
ビ
は
静
岡
県
立
見
付
中
（
現
静
岡
県
立

磐
田
南
高
）
に
赴
任
し
、
創
設
期
の
学
校
づ
く

り
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
「
水
上
部
端
艇
取
扱
ひ
規
則
」
も
制
定

さ
れ
、
10
月
31
日
に
は
、
端
艇
建
造
委
員
会

で
「
創
立
10
周
年
記
念
式
と
端
艇
進
水
式
」

を
12
月
１
日
に
実
施
す
る
と
決
し
た
。
創
立

記
念
日
を
４
月
22
日
と
す
る
こ
と
は
、
４
月

時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
て
、
端
艇
新
造
・
艇
庫

完
成
を
待
っ
て
式
典
を
確
定
し
た
の
だ
。 

 

12
月
１
日
は
「
一
天
払
う
が
如
く
晴
日
暖

和
、い
さ
さ
か
も
寒
さ
を
覚
え
ず
」
と
い
う
好
天

気
に
恵
ま
れ
、
10
時
よ
り
学
校
講
堂
で
記
念

式
典
。
12
時
30
分
か
ら
「
海
国
男
子
」
（
真

鍋
町
有
志
の
寄
付
） 

の
額
が
掲
げ
ら
れ 

た
川
口
艇
庫
前
で 

進
水
式
。
５
隻
の 

ボ
ー
ト
が
「
萬
衆 

歓
呼
喝
采
の
間
に 

勇
ま
し
く
進
水
」
。 

続
い
て
新
艇
「
筑 

波
」
「
霞
」
「
桜
」 

に
よ
る
競
漕
レ
ー 

ス
が
五
回
行
わ
れ 

た
。
こ
れ
こ
そ
が 

水
上
運
動
会
の
幕 

開
け
で
あ
っ
た
。 

（
次
号
に
続
く
） 

    


